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   A 52-year-old female patient was admitted with a chief complaint of dull pain in the 
bilateral flank abdomen. 
   Preoperative intravenous and retrograde pyelograms showed typical findings of a 
leukoplakia with stone in the right renal pelvis and a stenosis of the left ureter. 
   Right nephrectomy and left ureterolysis were performed, and postoperative course was 
uneventful with subsequent recovery. 










の教室でも典型的 レ線像か ら術前に診断 し得た



















得ない,腎 臓は,右 腎は触れないが,左 腎は下極を触
れ呼吸性移動が著明である.両側腎部に軽度の圧痛を





















































































































































































































































































































































臨 床 症 状
腎 部 疵 痛




腰 部 鈍 痛


























膀 胱 炎 52例 膿 腎 症 27例
腎 結 石 48例 腎 腫 瘍 17例
水 腎 症 47例 腎 結 核 13例
腎 孟 腎 炎 49例
となり,又ケラチソ塊による尿路結石症状を惹






















役 立つ としてい る.こ れ らの レ線診 断学上 の知
見 が得 られてい るにせ よ実際 には角化 層の剥落
の部位 並びに程度に よつては必 らず しも典型的
な レ線 像を証明 し得 るとは限 らず,従 つて多 く
の症例では合併 症に対 する腎捌除術後 に始 めて
発見 し得 てい る.
尿中角化細胞の証明:1902年Stockmanは
尿中角化膜様物を もつて診断の根拠 とし,1940
年Low&Coakleyは レ線像 の他尿 中角化細
胞の証明を行つて診断を よ り確実な もの として
い る.中 新井はパパ ニコロー染色を応 用 して角
化上皮細 胞 を明確 に証 明 してお り,Scott&
ThomasはParaMn標本のH-E染 色 を推奨
している.我 々の症例では尿中角化細 胞は証明
し得 なかつた.こ れは我 々の症例では殆 ん ど機
能不全腎 であつ て尿分尿を殆 んど示 さなかつた
ことに よると考 える.
治療:本 症 が進行性 であるこ とか ら,一 側性
の場 合は腎尿管易1」除術が適応 とな る.両 側性の
場合 は本症 が前癌性変化 であつ ても保存的療法
を考 え るべ きであ る.
保 存的療法に関 してはい まだ に確立 された も
のはないが,ビ タ ミンA並 びに副腎皮質 ホル モ
ソが用い られてい る.即 ち1953年Helfert&
BrernanはACTHに よつ て治癒 した 症例 を
報告 し,又1962年Smitheta1.は両側性腎孟
白板症 に対 して腎部分別除術後 副腎皮質 ホル モ
ンを使用 して良効果を得た と報 告 してい る.更
にLaing&Allegraは単腎者 にみ られた腎孟 白
板症 に対 して尿管 カーテル法 とmedro1投与 で
i著効 を奏 した と報告 している.
両側性 の場合,腎 孟 の拡張が著明で あ り,結
石 その他尿路 の炎症 を見 出す ときは先ず これ ら
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第4図.易11除標 本:腎 孟 は ケ ラチ ン塊 で満 た













第6図.腎 孟 粘 膜 の 組 織像(H-E染 色 ×100).
